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(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 布川博士，金子孝一(宮城大学事業構想学部) 2015 年の食提供サービス事業と感性，日本感性工学会第 12 回大
会，講演論文集 1F2-1 (CD) 
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2) （社）宮城県情報サービス産業協会  参与  
3) 東北情報サービス産業懇談会 顧問 
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2) 日本感性工学会 論文誌編集委員 
3) 日本感性工学会 感性事業部会 部会長 
4) 日本感性工学会 第 12回大会 実行委員会 
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(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
該当無し 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
岩手県消防学校消防職員幹部教育初中級幹部科講義「IT基礎」講師 
(b) 企業・団体などにおける活動 
仙台応用情報学研究振興財団主任研究員 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
該当無し 
(e) 学会などにおける活動 
該当無し 
(f) その他 
該当無し 
[主な業績］ 
【題目】 
コンテクストのコミュニケーションに与える影響に関する研究 
【概要】 
コミュニケーションにおいて，情報の受信者が，受け取った情報からどのような意味や感情を読み取るかは，送ら
れてきた情報だけでなく，どのようなコンテクストにおいてその情報を読み取っているかに大きく影響を受ける．
近年の電子メールなどのコンピュータを用いたコミュニケーションメディアでは，文字情報を主なチャネルとし，
低コンテクストな情報の解読を行うものが主流となっている． 
本研究では，高コンテクストなコミュニケーションメディアとして，相手の存在というコンテクストに基づいたコ
ミュニケーションメディアや，楽しさや遊びというコンテクストに基づいたコミュニケーションメディアなど，利
用のコンテクストに制約や演出を施した新しいコミュニケーションメディアの設計，実装を行った． 
・ 遊びのコンテクストに基づいた転がりコミュニケーション 
「玉転がし」という遊びの中で，球を相手に転がす，相手から球が転がってくるというコミュニケーションを行う
ことにより，楽しさといった感情が共有できるか，またこのコンテクストがコミュニケーションにどのような影響
を与えるかを評価するためのプロトタイプシステムを実装した． 
・ 相手の存在を感じ，視線を送るコミュニケーション 
離れた相手の存在を感じ，相手を気にしているという感情を，「相手を見る」という行為により伝送するコミュニ
ケーションの実現を行った．また，このようなコミュニケーションによって，どのような感情が総期されるか，ま
た，コンテクストがコミュニケーションに与える影響の評価方法を検討した． 
また，これらのコミュニケーションメディアの設計，実装，評価を通じて，ネットワークを用いたコミュニケーシ
ョンメディアにおけるコンテクストの役割と影響および，新たなメディアをデザインする際のコンテクストの考え
方を今後明らかにしてゆく予定である． 
